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総額総額７０７０億２,４０５４０５万円で万円で可決可決
３億３,６２７６２７万円を追加し万円を追加し３億３,６２７６２７万円を追加し万円を追加し

か 　 ど 　 が 　 わ（３） か 　 ど 　 が 　 わ （２）

総額総額７０７０億２,４０５４０５万円で万円で可決可決総額７０億２,４０５万円で可決
一般会計補正予算 ３億３,６２７万円を追加し

　
平
成
22
年
第
４
回
定

例
会
は
12
月
８
日
か
ら

12
月
15
日
ま
で
８
日
間

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
お
い
て
は
、

諸
報
告
４
件
、
同
意
２

件
、
条
例
制
定
１
件
、

補
正
２
件
、
発
議
２
件

が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
12
月

９
日
、
10
日
に
７
名
の

議
員
が
登
壇
し
、
町
政

に
つ
い
て
論
戦
を
行
い

ま
し
た
。

一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算

特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算

歳　入歳　入歳　入

地方交付税

国庫支出金

県　支出金

町債

１億９,６５３万円

４,３７９万円

２,６６１万円

６,７３１万円

歳　出歳　出歳　出

心の杜の源泉スペアポンプ購入事業 ………………………………

県議会議員選挙費 ……………………………………………………

財政調整基金への積立金 ……………………………………

当初予算・6月補正予算で財政調整基金（家計の定期預金のようなもの）を１億８,６０

０万円取り崩しているので、今回の補正と合わせて、総額１億６,２５０万円を積み立

てるものです。

１１０万円

２４８万円

１億５,０００万円

介護保険事業特別会計への繰出金 …………………………………

障がい者福祉サービス給付費などの障がい者福祉費 …………

ヘルパー利用や施設入所・通所の利用者が増えたことと、障がい者自立支援法の一部改

正により、低所得者の利用料が全額町負担となったことによる補正です。

２１５万円

６,１３５万円

私立保育園運営費などの児童措置事業 …………………………

例年より入園児童が増加したため、私立保育園の運営費などの児童措置が増加したため

です。

３,３４８万円

平城多目的ふれあい広場整備事業 ………………………………… ４７２万円

予備費 ……………………………………………………………… ２,０１６万円

介護保険事業 …………………………………………………………………… １５億１,１２８万円
（２１５万円増額）

子ども手当給付事業 …………………………………………………

新型インフルエンザワクチン接種費用補助金 ……………………

国の補助事業が期間延長されたことに伴い、13歳未満で1回目のみ1,000円補助、低所

得者に全額補助をします。

４０９万円

２３２万円

し尿処理維持管理事業 ………………………………………………

県営広域農道整備事業負担金 ……………………………………

竹名地区の県営広域農道の整備のため2億

880万円に対する８％の負担金です。

松寿園跡地を多目的ふれあい広場として活用するための整備事業です。

２５５万円

１,６７０万円

県が実施する国道３８８号拡幅工事に伴う用水路買収事業 ………

松瀬～川水流線等の道路新設改良事業 ……………………………

中山川等の河川改良事業費 …………………………………………

本町都市下水路４号雨水幹線設計委託費 …………………………

広域消防業務負担金 ………………………………………………

日向市と広域消防事務委託に伴う負担金の決定を受けて補正するもので、前年度負担額

より１,３０６万円増の総額１億９,４０８万円の負担金となりました。

３２万円

２６０万円

２００万円

６２０万円

１,３０６万円

議員勉強会のようす

（主な内容）

※予算額はすべて千円以下を省略



か 　 ど 　 が 　 わ

安
藤
　
福
松

国定公園内の観光資源活用について国定公園内の観光資源活用について国定公園内の観光資源活用について
黒木　義秋

町長：重要な観光地と認識している

町
政
の
喫
緊
の
課
題

町
政
の
喫
緊
の
課
題

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

対
策
に
つ
い
て

町
政
の
喫
緊
の
課
題

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

一般質問一般質問一般質問一般質問
７名の議員が登壇！

町
長

町
長

問

問

町
長

問

町
長:

関
係
機
関

等
と
協
議
し
、
積

極
的
に
事
業
化
に

取
り
組
む

　
か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜

か
ら
亀
の
首
、
そ
し
て
亀

の
首
か
ら
乙
島
ま
で
、
吊

橋
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
遠
見
山
県
道

は
幅
が
狭
く
、
整
備
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
重
要
な
観
光
地
と
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
、
吊

橋
建
設
は
、
費
用
を
考
え

る
と
町
独
自
の
対
応
で
は

無
理
が
あ
る
。
費
用
対
効

果
や
維
持
管
理
安
全
上
の

観
点
か
ら
し
て
も
設
置
は

困
難
だ
。

　
ま
た
、
遠
見
山
県
道
の

整
備
は
不
可
欠
と
認
識
し

て
い
る
。
母
子
里
か
ら
遠

見
山
中
継
塔
入
口
ま
で
の

区
間
は
、
車
の
離
合
が
困

難
で
あ
る
。
引
き
続
き
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。
路

線
全
体
の
本
格
拡
幅
改
良

は
、
県
や
延
岡
市
の
見
通

し
を
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。

　
東
九
州
自
動
車
道
は
待

望
の
開
通
式
を
迎
え
た

が
、
門
川
町
は
素
通
り
に

な
る
現
状
で
あ
る
。
門
川

町
の
振
興
を
考
え
る
時
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は
必

要
で
は
な
い
か
。

　
県
高
速
道
対
策
局
や
日

向
土
木
事
務
所
に
よ
る
現

地
調
査
検
討
会
を
進
め
て

い
る
。
交
通
量
予
測
や
費

用
対
効
果
の
調
査
な
ど
行

い
設
置
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。

高
速
道
路
門
川
上
下
入
口

料
金
所
設
置
に
つ
い
て

（4）

　
厳
し
い
状
況
に
あ
る
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定

化
対
策
・
丸
バ
エ
川
の
災

害
対
策
と
深
迫
地
区
の
整

備
・
加
草
中
村
線
街
路
整

備
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
国
保
財
政
の
安
定
化
対

策
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年

そ
の
運
営
に
苦
慮
し
て
い

る
。
ま
ず
医
療
費
の
適
正

化
と
健
康
保
険
税
や
国
庫

負
担
金
等
、
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。
特
に
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

重
複
受
診
の
防
止
啓
発
と

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
層

の
活
動
と
、
特
に
早
期
治

療
の
た
め
、
特
定
検
診
の

受
診
率
向
上
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

財
源
確
保
の
た
め
、
国
保

税
の
収
納
率
ア
ッ
プ
に
努

め
る
と
と
も
に
、
基
金
積

立
や
必
要
に
応
じ
、
一
般

会
計
か
ら
の
一
時
借
入
も

考
え
て
い
く
。

　
次
に
丸
バ
エ
川
災
害
対

策
と
深
迫
地
区
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
対

策
が
必
要
で
、
須
賀
崎
地

区
の
一
部
に
簡
易
排
水
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
試
験
を
行

っ
て
い
る
。
効
果
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
草
中
村
線
は
、
高
速
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
整
備
効
果
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
整
備
す
べ

き
路
線
と
認
識
し
て
お
り
、

事
業
化
を
進
め
た
い
。

も
　
し
　
り

乙島まで吊橋をかけられないか

か 　 ど 　 が 　 わ

西門川地区少子化対策は西門川地区少子化対策は西門川地区少子化対策は
森　誠一

町長：慎重に対処したい

問

黒
木
　
裕

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
早
期
設
置
を

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
早
期
設
置
を

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
早
期
設
置
を

町
長:

設
置
に
向
け
取
り
組
む

町
長

問

町
長

問

町
長

問

（5）

　
門
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
向
Ｉ

Ｃ
が
開
通
し
た
が
、
日
向

方
面
に
行
く
時
に
は
門
川

Ｉ
Ｃ
か
ら
乗
れ
ず
、
日
向

か
ら
来
た
時
に
は
門
川
Ｉ

Ｃ
か
ら
降
り
ら
れ
な
い
。

不
公
平
を
な
く
す
意
味
で

簡
易
型
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

早
期
設
置
は
で
き
な
い

か
。

　
こ
の
こ
と
は
、
町
民
の

利
便
性
を
欠
く
し
、
町
内

経
済
産
業
の
活
性
化
策
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ

る
。
今
後
の
見
通
し
は
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
関
係

機
関
と
引
き
続
き
相
談

し
、
設
置
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

「
所
在
不
明
高
齢
者
」

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
町
内
の
高
齢
者
の
所
在

確
認
、
安
否
確
認
ま
た
、

不
適
切
な
年
金
受
給
の
事

実
は
な
か
っ
た
か
。

　
地
区
区
長
を
中
心
に
民

生
児
童
委
員
、
福
祉
推
進

員
及
び
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
よ
り
高
齢
者
の
所
在

確
認
の
把
握
が
で
き
て
い

る
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

４
３
８
人
の
安
否
確
認
も

同
様
で
あ
る
。
年
金
受
給

の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

戸
籍
で
は
な
く
住
民
基
本

台
帳
と
の
連
動
に
よ
り
受

給
及
び
停
止
等
が
確
認
さ

れ
る
。
そ
れ
に
地
区
単
位

で
高
齢
者
の
所
在
確
認
が

で
き
て
い
る
の
で
、
年
金

の
不
正
受
給
は
な
い
。

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

　
　
　
　
問
題
に
つ
い
て

　
全
国
的
な
報
道
に
よ
る

と
、
最
近
ま
た
い
じ
め
に

よ
る
自
殺
事
件
が
起
き

た
。
門
川
町
の
「
い
じ
め
」

の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。

　
門
川
町
に
お
い
て
は
、

「
い
じ
め
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
全
小
・
中
学
校
で

３
回
以
上
行
い
、
数
件
の

「
い
じ
め
」
の
把
握
は
し
て

い
て
、
学
級
担
任
の
指
導

に
よ
り
解
消
さ
れ
た
も
の

や
教
育
相
談
を
通
じ
て
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
「
い
じ
め
」
の

未
然
防
止
と
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
町
内

各
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
さ
ら
に
実
施
し
、

実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

教
育
長

　
西
門
川
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
、
長
年
の
地
域
ぐ
る

み
の
活
動
を
認
め
ら
れ
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
た
。
そ
ん
な
す
ば
ら
し

い
西
門
川
も
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
児
童
・
生
徒

の
数
は
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
19
年
か
ら
特
認
児

童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
存
続
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
見
過

ご
し
て
い
い
も
の
か
。

　
今
後
、
子
育
て
世
帯
が

安
心
・
安
全
に
生
活
が
で

き
る
、
定
住
型
住
宅
を
建

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　　
西
門
川
地
区
に
は
、
２

つ
の
住
宅
が
存
在
し
て
い

た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成

10
年
に
実
施
し
た
西
門
川

地
区
を
対
象
に
し
た
町
営

住
宅
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
需
要
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
結
果
と
し
て
、

用
途
廃
止
に
よ
り
処
分
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町

は
、
過
疎
ま
た
は
辺
地
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
山
村
定
住
住
宅
整

備
事
業
等
の
制
度
が
活
用

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
市
街
化
区
域
外

で
の
公
営
住
宅
の
建
設
は

制
度
上
困
難
な
点
が
多
く

難
し
い
。
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
単
に
住
宅
施

策
に
と
ど
ま
ら
ず
産
業
や

経
済
の
面
か
ら
、
あ
る
い

は
教
育
の
観
点
か
ら
も
非

常
に
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　
今
後
の
社
会
情
勢
、
定

住
及
び
流
動
人
口
の
動

態
、
交
通
網
の
体
系
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重

に
対
処
し
た
い
と
考
え

る
。



か 　 ど 　 が 　 わ

海浜公園へのバスケットコートの設置について海浜公園へのバスケットコートの設置について海浜公園へのバスケットコートの設置について
千草　力生

町長：関係機関団体と協議研究する

問

問

米
良
　
昭
平

五
十
鈴
川
右
岸
高
台
の
有
効
活
用
は

五
十
鈴
川
右
岸
高
台
の
有
効
活
用
は

五
十
鈴
川
右
岸
高
台
の
有
効
活
用
は

町
長:

広
域
的
事
業
候
補
地
で
提
言

町
長

問

町
長

町
長

問

町
長

町
長

問

　
東
九
州
自
動
車
道
の
完

全
開
通
に
対
応
し
て
、
日

向
市
と
連
携
し
て
日
向
市

と
門
川
町
の
中
間
に
あ
る

五
十
鈴
川
右
岸
の
高
台
へ

の
観
光
施
設
・
研
究
施
設

等
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

　
五
十
鈴
川
右
岸
の
高
台

は
、
セ
メ
ン
ト
用
粘
土
原

料
と
し
て
企
業
が
採
掘
を

行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は

緑
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

日
向
市
を
核
と
し
た
定
住

自
立
圏
な
ど
で
広
域
的
な

事
業
に
取
り
組
む
際
、
有

効
な
候
補
地
と
し
て
提
言

し
た
い
。

音
と
臭
い
の

　
　
問
題
に
つ
い
て

　
苦
情
が
出
て
い
る
音
と

臭
い
に
つ
い
て
の
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
対
応
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
快
適
な
環
境
を
保
全
す

る
施
策
と
し
て
一
つ
の
手

段
と
思
う
が
、
自
然
条
件

の
下
で
の
区
域
設
定
な
ど

困
難
で
問
題
も
あ
る
。

道
・
川
の
整
備
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

　
門
川
町
が
目
指
す
「
誇

れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
中
で
も
、
道
・
川
の
整

備
は
特
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
整
備
推
進
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
道
・
農
道
・
林

道
に
含
ま
れ
な
い
が
、
実

際
に
町
民
が
利
用
し
て
い

る
と
い
う
道
路
に
つ
い
て

は
、
整
備
を
ど
う
進
め
る

考
え
か
。

　
安
全
対
策
上
必
要
な
措

置
は
地
区
の
要
望
な
ど
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

生
産
活
動
上
必
要
な
場
所

も
補
助
な
ど
に
よ
る
地
元

施
工
で
対
応
し
て
い
る
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
、

練
習
場
所
が
な
く
、
日
向

市
ま
で
行
っ
て
練
習
を
さ

せ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
を
す
る

子
ど
も
達
も
増
え
て
、
近

く
で
練
習
で
き
る
場
所
を

望
む
声
が
高
ま
っ
て
い

る
。
青
少
年
の
健
全
な
育

成
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
施
設
と
し
て
取
り
組
め

な
い
か
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

６
校
す
べ
て
の
体
育
館
内

と
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
に
設
置
し
て
い
る
。
体

育
の
授
業
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活
動

及
び
一
般
競
技
団
体
が
使

用
許
可
を
取
り
、
活
用
し

て
い
る
。
今
後
、
練
習
用

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
体
育
協

会
等
、
関
係
機
関
団
体
と

競
技
を
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上
町
地
区
へ
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

　
役
場
南
側
の
道
路
の
西

方
向
の
つ
き
あ
た
り
に
あ

る
元
篠
原
医
院
の
前
に
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
で
き

な
い
か
。

　
朝
夕
は
特
に
交
通
量
が

多
く
、
危
険
度
の
高
い
場

所
と
な
っ
て
お
り
、
上
町

地
元
か
ら
も
強
い
要
望
が

出
て
い
る
。
執
行
か
ら
は

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ

な
い
た
め
困
難
だ
と
の
説

明
だ
が
、
尚
一
層
の
努
力

は
で
き
な
い
か
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
地

区
の
要
望
に
よ
り
、
毎
年

３
箇
所
程
度
設
置
し
て
い

る
が
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設

置
に
は
土
地
所
有
者
の
許

諾
は
必
須
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
地
元
区
長

を
通
じ
、
関
係
者
と
の
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

求められる道・川の整備

（6）か 　 ど 　 が 　 わ

水
永
　
正
継

鳴
子
橋
に
歩
道
の
設
置
を

鳴
子
橋
に
歩
道
の
設
置
を

鳴
子
橋
に
歩
道
の
設
置
を

町
長:

橋
梁
点
検
の
計
画
に
あ
わ
せ
て
、
検
討
す
る

町
長

問 問

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問問

　
鳴
子
橋
は
道
幅
が
狭

く
、
歩
行
者
・
自
転
車
等

の
通
行
の
安
全
確
保
が
難

し
い
。
歩
道
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

　
来
年
度
か
ら
国
庫
補
助

事
業
に
よ
り
町
内
の
橋
梁

点
検
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
鳴
子
橋
の
点
検
結
果

に
伴
う
橋
の
修
繕
あ
る
い

は
架
け
替
え
の
計
画
に
あ

わ
せ
て
、
歩
道
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
防
犯
灯
の
設
置
を

　
町
民
の
要
望
に
防
犯
灯

や
街
灯
の
設
置
要
求
が
大

変
多
い
。
町
が
進
ん
で
暗

い
所
・
危
険
箇
所
を
調
査

し
、
防
犯
灯
を
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
地
区
の
こ
と
は
、
区
民

が
一
番
く
わ
し
い
の
で
地

区
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

整
備
を
進
め
て
い
く
の
が

基
本
と
考
え
る
。

　
五
十
鈴
川
に

　
　
　
　
遊
泳
場
を

　
五
十
鈴
川
に
遊
泳
場
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
安
全
上
等
の
観
点
か
ら

見
合
わ
せ
た
い
。

道
路
の
整
備

　
見
通
し
に
つ
い
て

　
平
城
西
の
イ
チ
マ
ル
産

業
前
の
道
路
（
門
川
高
校

通
り
線
）
は
、
西
方
向
が

行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い

る
が
、
栄
ヶ
丘
・
梅
ノ
木

線
ま
で
通
じ
る
道
路
整
備

の
見
通
し
は
。

　
平
成
16
年
度
に
道
路
詳

細
設
計
、
昨
年
度
に
橋
梁

詳
細
設
計
を
実
施
し
た
。

今
後
、
用
地
測
量
・
用
地

買
収
・
工
事
へ
と
進
め
て

い
く
。

　
平
城
西
の
元
チ
ム
ニ
ッ

ト
工
場
前
の
道
路
の
行
き

止
ま
り
に
橋
を
か
け
て
、

栄
ヶ
丘
・
梅
ノ
木
線
と
つ

な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
門
川
高
校
通
り
線
の
完

成
後
に
交
通
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

（7）

傍
聴
人
の
声
よ
り

傍
聴
人
の
声
よ
り

傍
聴
人
の
声
よ
り

傍
聴
人
の
声
よ
り

傍
聴
人
の
声
よ
り

　
今
回
は
、
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
町
民
の
方
２
人
か
ら

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
関
連
の
質
問
の
中
で
、

子
ど
も
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
話
題
が
出
て
き
た
た

め
、
関
連
の
意
見
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
文
章
は
原
文
の

ま
ま
掲
載
）

　「
議
員
さ
ん
の
意
見
も
い
ろ
い
ろ
い
い
こ
と
ば
か
り
町

に
対
し
て
質
問
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
町
長
さ
ん
も
で

き
る
こ
と
は
で
き
る
。
で
き
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
は

っ
き
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。」

　「
現
在
、
子
ど
も
見
守
り
は
定
着
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

高
齢
者
の
実
態
に
つ
い
て
、
地
区
で
の
取
り
組
み
は
も
ち

ろ
ん
、
苦
悩
、
独
立
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
高
齢
者
が
安
心
し
て
、

生
活
や
る
よ
う
、
町
に
お
い
て
も

前
向
き
に
考
慮
し
て
ほ
し
い
と

町
民
の
一
人
と
し
て
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。」



か 　 ど 　 が 　 わ （8）

人
事
案
件

条
例
制
定

意
見
書

任
命
同
意

　
教
育
委
員
会
委
員

　
　
新
原
と
も
子
氏
（
新
任
）

　
町
教
育
委
員
会
委
員
で
教
育
長
を
務
め
て
い

た
斉
藤
義
輝
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
の

委
員
と
し
て
児
湯
教
育
事
務
所
所
長
な
ど
を
務

め
て
い
た
新
原
と
も
子
氏
を
任
命
同
意
し
ま
し

た
。

選
任
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
本
田
和
己
氏
（
再
任
）

○
門
川
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
に
関
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
原
案
可
決
）

　
平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た｢

改

正
児
童
福
祉
法｣

に
よ
り
、
母
子
、
父
子
家
庭
の

制
度
上
の
格
差
是
正
等
も
あ
り
、
名
称
も
国
や

県
の
制
度
上
等
に
お
い
て
、
母
子
世
帯
、
父
子
世

帯
を
総
称
し
て
、「
ひ
と
り
親
」
と
呼
称
す
る
も

の
で
す
。

○
門
川
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
（
全
員
賛
成
原
案
可
決
）

　
今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
ま
で
環
境
建
設
課
の

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
環
境
係
を
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
、
他
の
三
つ
の
係
を
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
所
管
し
て
い
ま
し
た

が
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
分
を
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

委
員
会
審
査
の
効
率
向
上
が
図
ら
れ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
反

　
対
す
る
意
見
書
（
全
員
賛
成
原
案
可
決
）

　
　
意
見
書
の
要
旨

　
政
府
は
政
権
発
足
以
来
、
子
ど
も
手
当
は
全

額
国
庫
負
担
で
実
施
す
る
と
い
う
方
針
を
繰
り

返
し
表
明
し
て
き
た
。
原
口
一
博
前
総
務
大
臣

も
国
会
答
弁
等
に
お
い
て
、
地
方
負
担
を
平
成

23
年
度
以
降
は
継
続
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
た
。

　
子
育
て
支
援
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地

方
自
治
体
が
創
意
工
夫
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
分
野
を
地
方
が
担
い
、
子
ど
も
手
当
の
よ

う
な
全
国
一
律
の
現
金
給
付
に
つ
い
て
は
国
が

担
当
し
、
全
額
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
子
育
て
支
援
の
国
と
地
方
の
役
割
を
早
急

に
明
確
化
し
、
平
成
23
年
度
以
降
の
子
ど
も
手

当
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
地
方
負
担
を
廃
止
し
、

全
額
国
庫
負
担
で
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
。

に
い 

は
ら

か 　 ど 　 が 　 わ

意
見
書

　
臨
時
議
会
を
開
き
、
次
の
５
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。

○
門
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

　
議
員
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
が
１
人
あ
た
り
３
万

　
５
’８
８
０
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

○
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

○
門
川
町
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
少
数
原
案
否
決
）

○
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

　
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
原
案
可
決
）

　
　
意
見
書
の
要
旨

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と

す
る
た
め
、
将
来
本
格
的
交
渉
に
参
加
し
、
関
税

な
ど
の
国
境
措
置
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
海
外

か
ら
安
い
農
林
水
産
物
が
国
内
に
大
量
に
流
入

し
、
我
が
国
の
農
林
水
産
業
が
壊
滅
的
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国

に
お
い
て
は
、
食
の
安
全
・
安
定
供
給
・
食
料
自

給
率
の
向
上
・
我
が
国
の
農
林
水
産
業
・
農
山
漁

村
を
守
る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

第
６
回
臨
時
議
会

第
６
回
臨
時
議
会

第
６
回
臨
時
議
会
（
11
月
29
日
）
日
）

（
11
月
29
日
）

閉
会
中
の
調
査
の
報
告

閉
会
中
の
調
査
の
報
告

閉
会
中
の
調
査
の
報
告

閉
会
中
の
調
査
の
報
告

〜
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
10
月
22
日
に
町
内
の
国
道
・
県
道
・
町
道

整
備
の
進
捗
状
況
、
河
川
土
砂
の
掘
削
、
急

傾
斜
地
の
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
委
員
会
の
意
見
及
び
執
行
へ

の
要
望
と
し
て
は
左
記
の
と
お
り
意
見
の
一

致
を
み
ま
し
た
。

・
大
原
仁
久
志
線
は
、
年
次
的
な
路
面
補
修  

　
を
行
い
、
可
能
な
限
り
拡
幅
に
努
め
る

　
こ
と
。

・
県
道
八
重
原
延
岡
線
は
、
局
部
的
な
拡
幅

　
改
良
も
含
め
、
県
に
事
業
着
手
を
継
続
し

　
て
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

・
五
十
鈴
川
は
、
集
落
浸
水
箇
所
の
土
砂
掘

　
削
等
の
整
備
を
継
続
し
、
小
園
下
流
を
含

　
む
抜
本
的
な
河
川
改
修
を
継
続
要
望
す
る

　
こ
と
。

・
国
道
３
８
８
号
線
上
町
交
差
点
改
良
は
、

　
順
調
な
進
捗
状
況
を
確
認
で
き
た
こ
と
。

・
門
川
高
校
通
線
は
、
整
備
効
果
を
期
待

　
し
、
早
期
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
牧
山（
曽
根
米
の
山
線
）は
、
地
域
の
交
通

　
は
も
と
よ
り
、
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
も
重

　
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
整
備

　
す
る
こ
と
。

（9）
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編

後
集

記

　
早
い
も
の
で
、
正
月
か
ら
一
ヶ

月
が
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
一
段
と
寒

く
な
り
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
「
う
が
い
」
「
手
洗
い
」

が
一
番
の
予
防
で
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
会
で
編
集
す

る
最
後
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
議
会
を
つ
な
ぐ
唯
一
の

公
共
誌
で
す
。
「
分
か
り
や
す
く
」

「
読
み
や
す
い
」
を
心
が
け
、
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
指
導
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　
　
員
　
米
良
　
昭
平

委
員
長
　
小
林
　
芳
彦

委
　
　
員
　
千
草
　
力
生

副
委
員
長
　
水
永
　
正
継

消防出初式（海浜総合公園）

中山神社裸参り

新成人誓いの言葉（総合文化会館）

実行委員あいさつ


